毎日新聞 9月28日(水)20時7分配信 

＜相模原殺傷＞障害者団体が議員会館で集会

　相模原市の障害者施設殺傷事件を受け、障害者団体の集会が２８日、国会内の議員会館であった。障害者や家族、支援者ら約３００人が出席。事件の背景には、障害者差別や偏見が社会に広がっていることがあるという指摘が上がった。

 　長女が心身障害者の新井たかねさん（７０）＝埼玉県川口市＝は「生後５カ月で脳性まひと診断された時は『幸せに生きていけるのだろうか』と不安だったが、一歩一歩克服してきた」と振り返った。事件について「この社会も人権を学び優生思想を克服する努力をしてきた。だが（一部の）差別発言やそれを許す風潮に、容疑者は影響を受けたのではないか」と問題提起した。

 　集会を主催したＮＰＯ法人日本障害者協議会の藤井克徳代表は、政治家による差別発言がなくならないことに対し「差別はまん延している。克服していかなければならない」と訴えた。容疑者に措置入院歴があったため、政府が再発防止策として措置入院制度の見直しを検討していることには「根本的な対策になっていない」と批判した。【熊谷豪】

